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連　
載

福
島
、い
ま
は
春

―
―
８
年
後
の
被
災
地
を
訪
ね
て

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS
ふるさと

第⑧回

▼
ふ
る
さ
と
大
使
の
会

正
式
に
は
、
「
全
国
ふ
る

さ
と
大
使
連
絡
会
議
」
と
い

う
組
織
が
あ
る
。
そ
の
名
の

通
り
、
全
国
の
県
や
市
町

村
、
観
光
協
会
な
ど
が
、
そ

の
地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

「
観
光
大
使
」
や
「
親
善
大

使
」
な
ど
と
名
づ
け
た
任
命

制
度
が
あ
る
。
鹿
児
島
市
ふ

る
さ
と
大
使
が
起
源
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
全
国
で
、

８
０
９
団
体
、
９
５
１
大
使

が
存
在
す
る
ら
し
い
。

２
０
１
９
年
４
月
６
日
＆

７
日
に
、
同
連
絡
会
議
主
催

の
東
日
本
大
震
災
・
原
発
被

災
地
の
福
島
を
訪
ね
る
一
泊

二
日
の
バ
ス
旅
行
に
、
筆
者

も
参
加
し
た
。
新
宿
を
朝
８

時
過
ぎ
に
出
発
、
福
島
県
富

岡
町
を
目
指
す
バ
ス
に
は
、

浅
田
和
幸
代
表
を
は
じ
め
18

名
が
乗
車
し
た
。

▼
富
岡
町
の
桜
祭
り

昼
過
ぎ
、
双
葉
郡
富
岡
町

に
到
着
し
た
。
福
島
第
一
原

発
の
あ
っ
た
大
熊
町
か
ら
10

㌔
㍍
圏
の
富
岡
町
は
、
原
発

事
故
後
町
内
立
ち
入
り
禁
止

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
は
特

別
に
入
場
可
能
な
と
こ
ろ
も

あ
る
。
県
道
36
号
線
（
小
野

富
岡
線
）
を
走
る
と
、
沿
道

に
あ
る
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や

パ
チ
ン
コ
店
な
ど
は
、
８
年

間
も
放
置
さ
れ
て
い
た
結

果
、
荒
廃
の
様
子
が
、
店
舗

が
大
き
い
た
め
痛
々
し
い
。

そ
の
景
色
を
、
今
な
お
見
せ

つ
け
ら
れ
る
。

バ
ス
旅
行
の
最
初
の
目
的

地
は
、
富
岡
第
二
中
学
校
近

く
の
富
岡
町
桜
ま
つ
り
会

場
。
ち
ょ
う
ど
桜
が
満
開

で
、
同
校
グ
ラ
ン
ド
と
そ
れ

に
面
し
た
桜
並
木
通
り
で

は
、
賑
や
か
に
よ
さ
こ
い
踊

り
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
日
ば
か
り
は
、

町
民
の
多
く
が
参
集
し
、
加

え
て
町
外
の
、
東
京
な
ど
か

ら
の
観
光
客
も
参
加
し
、
８

年
前
の
悲
劇
を
忘
れ
た
か
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

筆
者
ら
も
地
元
の
人
の
手

づ
く
り
の
復
興
弁
当
、
そ
し

て
純
米
吟
醸
酒
「
甦
る
」

（
よ
み
が
え
る
）
を
頂
き
、

い
つ
し
か
同
化
し
て
い
た
。

▼
双
葉
町
い
ん
ふ
ぉ

次
の
訪
問
先
は
、
双
葉
町

の
ま
ち
の
駅
「
ふ
た
ば
い
ん

ふ
ぉ
」。
東
日
本
大
震
災
の

当
時
の
様
子
、
復
興
の
軌
跡

が
展
示
ル
ー
ム
に
展
示
・
掲

示
さ
れ
て
い
る
。
外
部
か
ら

の
応
援
活
動
や
資
料
も
観
て

知
る
こ
と
が
出
来
る
。
私

は
、
ポ
ス
タ
ー
を
購
入
し

た
。
そ
れ
は
、
新
橋
の
洸
楓

座
の
事
務
所
に
掲
示
し
て
あ

る
。案

内
し
て
下
さ
っ
た
の

は
、
復
興
の
た
め
鎌
倉
か
ら

移
住
し
て
活
動
し
て
い
る
鈴

木
亮
氏
。
鈴
木
氏
と
は
、
別

件
で
筆
者
が
考
え
る
案
件
に

つ
い
て
も
相
談
し
た
が
、
協

力
し
て
頂
け
そ
う
で
、
早
速

い
い
出
会
い
が
で
き
た
。

▼
東
電
廃
炉
資
料
館

続
い
て
富
岡
町
に
あ
る
東

電
廃
炉
資
料
館
を
見
学
し

た
。
２
階
建
て
の
館
内
に

は
、
福
島
原
発
事
故
を
経
験

し
て
、
そ
の
反
省
と
解
決
に

向
け
た
展
示
や
説
明
が
さ
れ

て
い
る
。
初
め
に
２
階
の
映

像
ス
ペ
ー
ス
で
、
８
分
間
の

反
省
と
教
訓
と
題
す
る
ビ
デ

オ
を
観
た
。

筆
者
は
、
２
０
０
２
年
３

月
に
、
元
東
電
社
員
の
Ｍ
氏

の
引
率
で
、
福
島
原
発
第
一

発
電
所
（
福
一
）
見
学
に
、

一
泊
二
日
の
バ
ス
旅
行
を
、

千
葉
市
か
ら
総
勢
30
名
く
ら

い
で
し
た
こ
と
が
あ
る
。
福

一
の
１
号
機
の
炉
心
上
に
立

ち
、
管
制
室
内
部
を
見
て
、

ま
た
冷
却
水
排
水
溝
も
覗
い

た
。
ま
さ
に
、
電
源
喪
失
事

故
現
場
の
周
辺
も
見
せ
て
頂

い
た
。
安
全
を
自
認
し
て
の

公
開
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

バ
ス
旅
行
の
往
復
時
に
は

車
内
で
原
発
の
必
要
性
や
メ

可
能
に
な
る
と

の
展
示
が
あ
っ

た
。
や
っ
と
、

街
に
人
手
が
入

り
、
息
吹
が
出

る
こ
と
に
期
待

し
た
。
実
際
、

翌
10
日
に
な
る

と
、
ニ
ュ
ー
ス

で
帰
れ
た
喜
び

を
伝
え
て
い
た

が
、
地
震
被
害

と
は
異
な
り
、

放
射
能
事
故
は

時
間
が
掛
か
る
。

▼
川
内
村
で
の
交
流
会

富
岡
町
か
ら
バ
ス
で
暫
く

走
り
、
宿
泊
先
の
川
内
村
に

移
動
、
到
着
し
た
。
す
ぐ

に
、
村
営
温
泉
施
設
に
移
動

し
、
入
浴
し
た
。
そ
こ
か
ら

は
、
友
人
で
福
島
市
在
住
の

Ｓ
氏
も
合
流
し
た
。
入
浴

後
、
川
内
村
村
長
の
遠
藤
雄

幸
氏
、
商
工
会
長
井
出
茂

氏
、
さ
ら
に
移
住
し
て
活
動

し
て
い
る
方
も
参
加
で
、
地

元
料
理
や
酒
杯
で
交
流
会
は

賑
わ
っ
た
。
川
内
村
で
は
、

未
来
の
た
め
に
教
育
に
投
資

し
て
い
る
と
の
村
長
の
説
明

で
あ
っ
た
。
翌
日
は
、
宿
舎

の
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
川
内

小
学
校
に
出
か
け
、
村
長
の

い
な
か
っ
た
が
、
何
か
釈
然

と
せ
ず
疑
義
が
あ
っ
た
。　

３
・
11
の
原
発
事
故
後
、
同

道
し
て
い
た
卒
業
生
か
ら
メ

ー
ル
で
、「
あ
の
時
の
地
震

津
波
の
質
問
が
現
実
に
な
り

ま
し
た
ね
」、
と
の
メ
ー
ル

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。

廃
炉
資
料
館
の
展
示
で

は
、
福
一
の
廃
炉
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
30
～
40
年

か
か
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

館
内
に
、
４
月
10
日
か
ら

は
、
双
葉
町
と
大
熊
町
の
一
部

で
は
、
避
難
解
除
と
な
り
居
住

想
い
の
丈
を
知
っ
た
。

川
内
村
は
、
福
一
か
ら
20

㌔
㍍
圏
で
は
あ
る
が
、
風
向

が
そ
れ
放
射
能
被
害
は
浪
江

町
な
ど
に
比
べ
る
と
少
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
地
元

民
の
意
気
込
み
で
、
復
興
に

加
速
し
て
い
る
様
子
を
知
れ

た
。

▼
福
島
の
求
め
る
も
の

筆
者
は
、
相
馬
高
校
の
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
活
動
で
の
理
科
実
験

指
導
を
端
緒
と
し
て
、
福
島

県
に
は
何
度
も
訪
ね
た
。
被

災
後
も
訪
ね
た
が
、
今
回
の

バ
ス
旅
行
は
、
三
春
町
の
枝

垂
れ
桜
、
栃
木
市
の
桜
街
道

を
経
由
し
て
帰
京
し
た
。
桜

花
爛
漫
は
、
一
年
の
一
い
っ
と
き時
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
る
が
、
福

島
が
求
め
る
の
は
、
一
年
継

続
す
る
復
興
の
現
実
で
あ

る
。
第
二
の
福
島
を
つ
く
っ

て
は
な
ら
な
い
。

川内小学校前での参加者の一部

原発避難区域のマップ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
帰
路

に
、
筆
者
は
地
震
津

波
に
対
す
る
不
安
に

つ
い
て
尋
ね
る
と
、

そ
の
質
問
に
つ
い
て

は
支
社
に
帰
っ
て
か

ら
お
答
え
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

詳
し
い
デ
ー
タ
は
筆

者
も
持
ち
合
わ
せ
て

◆第37回電設工業展（JECA FAIR）
会期：2019年5月22日（水）～ 24
日（金）▷開催時間：10：00 ～ 
17：00（初日は10：30から・最終
日は16：30まで）▷会場：東京ビ
ッグサイト西1・2ホール（東京都
江東区有明3-11-1）▷主催：一般
社団法人日本電設工業協会/問合
せ先：03-5413-2163（事務局）

◆自治体総合フェア2019
会期：2019年5月22日（水）～ 24
日（金）▷開催時間：10：00 ～ 
17：00▷会場：東京ビッグサイ
ト西3ホール（東京都江東区有明
3-11-1）▷主催：一般社団法人日
本経営協会/問合せ先：03-3403-
1338（事務局）

◆バイオマスエキスポ2019
会期：6月5日（水）～ 7日（金）▷
開催時間：10:00 ～ 17:00▷会
場：東京ビッグサイト青海展示
棟（東京都江東区青海1丁目2番
33）▷参加費：1,000円（事前登録
者、招待券持参者、中学生以下
は無料）▷主催：バイオマスエキ
スポ実行委員会、日刊工業新聞

社/問合せ先03-5644-7221（日刊
工業新聞社総合事業局イベント
事業部）

●2019年度 地熱開発技術者研修
会開催
会 期：2019年5月16日（木 ）10：
00 ～ 17：00（受付開始9：30）／
17日（金）9：30 ～ 16：20▷会場：
石垣記念ホール（東京都港区赤
坂1-9-13 三会堂ビル9階）▷参
加費：（1名・2日間）賛助会員2
万5,000円／一般　3万円▷主催：
一般財団法人新エネルギー財団
/問合せ先：03-6810-0366（新エ
ネルギー財団 水力地熱本部）

●洋上風力シンポジウム「JIP に
よる洋上風力発電コスト低減に
向けて」
会期：2019年5月20日（月）▷時
間：13：30 ～ 17：00（開 場13：
00）▷会場：コンベンションル
ーム AP 新橋 ルームD（東京都
港区新橋一丁目 12 番 9 号 A-
PLACE 新橋駅前 4 階）▷参加費：
講演会無料／懇親会参加費 
4,000円▷主催：株式会社風力
エネルギー研究所／ Carbon Tru
st /問合せ先：：03-6457-9801

（風力エネルギー研究所）
●2019年度産総研福島再生可能エ

ネルギー研究所研究成果報告会
会期：2019年5月22日（水）▷時
間：10：00 ～ 17：00（交 流 会：
17：15 ～ 19：30）▷会場：郡山
ビューホテルアネックス（福島
県郡山市中町10-10）▷参加費：
無料（交流会は5,000円）▷主催：
国立研究開発法人産業技術総合
研究所 福島再生可能エネルギ
ー 研 究 所（FREA）/問 合 せ 先：
frea-sympo-ml@aist.go.jp（研
究成果報告会事務局）

●FCDIC第26回燃料電池シンポジウム
会期：2019年5月23日（木）・24日

（金）▷会場：タワーホール船堀
（東京都江戸川区船堀 4-1-1）▷
参加費：一般参加者＝早期割引
料金（4月22日迄）8,000円・通常
料金（4月23日以降）10,000円など
各種あり要確認▷主催：一般社
団法人燃料電池開発情報センタ
ー（FCDIC）/問合せ先：03-6206-
0231（FCDIC内）

●日本サステイナブルコミュニテ
ィ協会 第2回定時総会記念「サス
テイナブルコミュニティシンポ
ジウム 第3弾」―挑戦事例を学

び、実装計画づくりを進める―
会 期：2019年5月24日（金 ）▷ 時
間：13：30 ～ 17：30（交 流 会
18：00 ～）▷会場：東京大学弥
生講堂一条ホール（東京都文京区
弥生1-1-1）▷参加費：一般2,000
円、学生1,000円、会員・自治体
職員は無料（交流会は4,000円）▷
主催：一般社団法人日本サステ
イナブルコミュニティ協会/問合
せ先：03-6861-7817

●第56回 日本伝熱シンポジウム
会期：2019年5月29日（水）～ 31日

（金）▷会場：あわぎんホール 徳
島県郷土文化会館（徳島県徳島市
藍場町2丁目14番地）▷参加費：
早期申込（～ 4月5日）会員・一般1
万2,000円など各種あり要確認▷
主催：公益社団法人日本伝熱学
会/問 合 せ 先：symp2019@htsj-
conf.org

●世界水素技術会議（WHTC）2019
会期：2019年6月2日（日）～ 7日

（金）＊展示会6月4日（火）・5日
（水）／テクニカルツアー 6月6日
（木）・7日（金）▷会場：東京国際
フォーラム（東京都千代田区丸の
内3丁目5-1）▷主催：一般社団法
人水素エネルギー協会（HESS）/問

合 せ 先：org@whtc2019.jp
（WHTC2019組織委員会）＊参加費・
詳細スケジュール等要確認

●エナジー・ストレージ・サミッ
ト・ジャパン（ESSJ）2019
会期：2019年6月4日（火）～ 6日

（木）▷概要と開催時間：4日[エ
グゼクティブ・デイ（招待者の
み）] ／ 5日[会議・公開セミナー
]9:00 ～ 18:00（ネットワーキン
グ・ レ セ プ シ ョ ン18:00 ～
19:30）／ 6日[蓄エネ施設見学ツ
アー ]8:30 ～ 17:00（人数制限あ
り）※全て日英通訳付き▷会場：
東京国際フォーラム（東京都千代
田区丸の内3丁目5-1）／見学ツア
ー（チャーターバスでの移動。早
稲田大学スマート社会技術融合
機構（ACROSS）EMS新宿実証センタ
ー／セブンイレブン相模原橋本
台１丁目店ほか予定）▷参加費：
5日（1日券）18,000円（税別）／ 6
日サイトツアー 20,000円（税別）
主催：株式会社メッセ・デュッ
セルドルフ・ジャパン/問合せ先
03-5210-9951（ESSJデスク）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（5月～ 6月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会
展示会


